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平成２８年成人式　：　平成２８年１月１０日（日）　七尾サンライフプラザ

　七尾市では、今年度４７２人が成人を迎えました。七尾市の成人式は、毎年成
人者自らが成人式実行委員会を立ち上げ、企画から運営まで全て自分たちで
行っており、今年も実行委員会がそれぞれ役割を分担し、一人一人協力しなが
ら式を作り上げていました。また、今年の成人式のテーマは「すべての出逢いに
感謝」ということで、両親はもちろん、家族、親戚、友だち、先輩、後輩、先生、地域
の方々など、今までお世話になった全ての方々に感謝の思いを込めて、大人へ
の第一歩を踏み出したのではないでしょうか。
　ここに成人を迎えた472人の若者たちが、今後の七尾市を担う人材となって
くれることを期待します。



その他　主な議案

［議案第120号］財産の取得について

●消防統合庁舎としての建物取得 …………… 8,100万円
　※（仮称）七尾西消防署の庁舎として、建物を取得するもの

［議案第100号］平成２７年度七尾市一般会計補正予算（第４号）

●消防統合庁舎整備事業費 …………………… 200万円
　※（仮称）七尾西消防署建設に伴う実施設計業務委託費

●湯元和倉温泉駅線整備事業費…………… 2,911万7千円
　※石川県施行の都市計画道路「湯元和倉温泉駅線」整備事業の
　　事業費拡大による負担金の増額

●漁港等災害復旧事業費 …………………… 1,840万円
　※9月9日の台風18号による災害への復旧費

［議案第110号］七尾市コミュニティセンター条例について

●  平成28年4月から開始するコミュニティセンターの条例を
定めるもの

［議案第109号］七尾市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例について

●  平成28年1月に開始するマイナンバー制度にあわせ、七尾
市でも条例を定めるもの

［議案第115号］七尾市公民館条例の一部を改正する条例について

●  平成28年4月から開始するコミュニティセンター化に伴
い、一部の公民館がコミュニティセンター内に移転し、住
所を変更するもの。

　七尾市議会第４回定例会は、１２月１日（火）から１２月１６日（水）までの会期で行われました。今定
例会では、一般質問で１２名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、平成２７年度一般会計補正予算などの議案２０件が市長より提出され、審査の結
果、全ての議案は可決され、意見書提出による議会議案３件についても可決されました。今定例会で提出
された請願１件については、不採択となりました。また、最終日に追加議案１件、同意案３件が提出され、
いずれも可決、同意されました。
　その後、岡部俊行議員から副議長の辞職願が出され採決を行なった結果、辞職が許可されたため、直ち
に副議長の選挙を行いました。その結果、松本精一議員が副議長に当選しました。
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12月定例会の概要

［議案第１１８号］七尾市中心市街地観光交流センター等の
　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者の指定について
●  平成２８年４月にオープン（予定）の七尾市中心市街地観光
交流センターの指定管理者に、「一般社団法人　七尾家」に
決定した。

七尾市中心市街地観光交流センターの
　　　　　　　　　　　指定管理者が決定！

観光交流センターイメージ図観光交流センターイメージ図

消防署予定地消防署予定地
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■委 員 長／高橋 正浩
■副委員長／荒川 一義
■委　　員／山崎 智之、岡部 俊行、礒貝 和典、
　　　　　　垣内 武司、桂 撤男

職員の減少に伴い定員適正化を進める市役所職員の減少に伴い定員適正化を進める市役所

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆歳入について

国庫補助金で減額されているものがあるが、テニスコートや花嫁の
れん館などの補助金は全額受けられなかったのか。

一部採択されなかった。

補助金は内定があるなど、ある程度確信を持った状態で予算化す
るものではないのか。補助金が見込めなくなったから起債で対応す
るというのは、考え方として逆ではないか。

新年度以降は慎重に検討した上で予算編成を行う。

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆軽自動車税について

地方税法改正による軽自動車税額の対前年度比見込みは。

約７００万円の増額を見込んでいる。

市内の自動車のうち、軽自動車が占める割合は。

その年によって変化するが、税率の高い軽自動車の台数は増え
ている。なお、増額見込みの約７００万円のうち、新規分として約３
６０万円を見込んでいる。

新車登録から13年を経過し、環境負荷の大きい車は税額が高く
なるが、対象となる軽自動車は何台くらいあるのか。

現在のところ、市内では１０台程度と見込んでいる。

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆定員適正化等について

早期退職者が１１名もいるとなると、来年度以降の業務に支障は
ないのか。

定員適正化計画に基づき、組織機構の見直しなども含めながら、
職員配置をしていく。病院を除く来年度職員数の見込みは６９６名
で、市民サービスの低下を招かないよう取り組んでいく。

早期退職者が多いと、年代層の偏りも出てくると思うが、その対
応は。

確かに、今回の早期退職者は概ね５５歳前後。業務の指定管理等
の形で対応することも必要だと考える。また、早期退職希望者数を
基に職員採用の募集もかけている。

【議案第109号】
七尾市個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例について

年金などの国が交付するものだけではなく、市が交付するものに関
しても個人番号が必要となるのか。

必要となる。

そうなると、これまでも各地域でいろいろ説明を行ってきたと思うが、
その時の説明内容と整合性が付かなくなるのではないか。

今回の市独自利用の３件（子ども医療費給付、ひとり親家庭等医
療費給付、心身障害者医療費の助成）については、県内１９市町
全てにおいて行っている。事務の簡素合理化の中で、所得制限も
絡んでくるので、よりスムーズに対応できるよう条例化をお願いする
ものである。市民の方々への周知については、１月の広報でお知ら
せする予定。

付託

議案9件
報告2件（議決不要）
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■委 員 長／永崎 陽
■副委員長／松本 精一
■委　　員／山添 和良、伊藤 厚子、大林 吉正、
　　　　　　石川 邦彦、中西 庸介、木下 孝輝

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆中島学童野球場整備事業について

中島学童野球場は、７月オープンということだが、国道側の旧通学
路も含めた整備を行うのか。

旧通学路は幅員が狭いということで、大会があるときは誘導員を配
置して、一方通行で対応したいと考えている。大会以外の時は、車
の往来も少ないため、現状どおりの通行を考えている。最終的に
は、野球協会や学童野球関係者と協議して決めたい。

学童野球場なので、父兄もたくさん応援に来るし、選手はマイクロ
バスで来ることもある。協議することも大切だが、出来ることはして
おかないと事故が起きてからでは遅い。大会時だけ一方通行する
のではなく、まず道路整備はしておくべき。

道路整備については、今後大会を開催してみて、安全等を確認し
ながら、検討していきたい。

【議案第107号】
平成27年度七尾市病院事業会計補正予算（第2号）
◆病院薬品費の新薬採用について

投薬・注射薬品費が新薬の採用ということで、約３千万円の増額
補正をしているが、その必要性は。

新薬として採用されなかったものが、この１０月に採用されたもの。
当院では入院費はジェネリック薬品で対応している。また、外来の
ほうでも薬の購入費は下げているが、これらの薬はジェネリックでは
対応できないため、薬品費を増額させてもらった。

具体的に３千万円の新薬は、どういうものか。

ダルクインザ、スンベプラカプセルがＣ型肝炎に関する経口の薬
で、約１，８００万円。レブラミドカプセルが多発性骨髄腫に効く抗が
ん剤で約５００万円。ザイボックスが、ＭＲＳＡに効く薬で約５００万
円。ジェブタナという薬が前立腺がんに効く新薬で約４００万円と
なっている。

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆放課後児童クラブ事業について

事業の実績見込みによる減額ということで、放課後児童クラブ
数が１５から１４に減っている。この件について、説明していただき
たい。

当初予算では、１クラブで６０名以上となる場合は２クラスに分割す
る予定で、２つのクラブが６０名以上となって分割することを想定し
て、予算計上した。しかし、４月以降、受け入れの児童数が確定した
結果、１クラブのみが６０名以上ということで、１クラブ減った形と
なった。

現在、未認可の放課後児童クラブが４つあり、未認可のクラブに
通っている児童数が思ったよりいたため、当初予算で見込んだ数
字より減っているのではないか。最大限の努力をしながら、高い利
用料も取らずに一生懸命やっていただいているが、限界に近づい
ている。以前に答弁いただいたとおりになるかと思うが、一生懸命
やっていただいていることに甘えるわけにはいかない。来年度に向
けて、何か対応できないか。

この要望に関しては、議会で答弁したとおり。来年度に向けてとい
う要望であるが、現段階で具体的なことは答えられない。

少しでも子育て支援にやさしい面として、わずかな助成でも構わな
いので、何か考えていただく余地がないか要望する。
※要望のため答弁なし

中島学童野球場へ行くための道路（旧中島高校の通学路）中島学童野球場へ行くための道路（旧中島高校の通学路）

付託

議案7件

放課後児童クラブ放課後児童クラブ
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■委 員 長／木下 敬夫
■副委員長／久保 吉彦
■委　　員／佐藤 喜典、杉木 勉、高僧 弘、
　　　　　　今田 勇雄、杉本 忠一

【その他】
◆暮らしっく館 葦について

暮らしっく館 葦の２階部分が現在空いている。そこのテナントに
入ってもらう公募をしているようだが、どのような状況なのか。また、2
階へ行くのに移動しにくい。

そこは以前に入っていた会社が別のところへ移動することになって
おり、その部分を今後※インキュベーション施設としての活用を図る
ために取り組んでいる。また、2階への移動はしづらいということだ
が、情報発信をしっかりとして、新しい風を呼んでくることができるよ
う今後も取り組んでいく。　
※インキュベーション施設＝  起業家の育成や新しいビジネスを支援する施設

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆庵漁港の災害復旧工事について

庵漁港の災害発生で、被覆ブロックの工事前で予想風速というも
のはどれだけだったのか。

設計時では風の強さではなく、波浪により算定して設計している。
この波浪は石川県があらかじめ設定している波浪で、3.3ｍで設計
されている。ただし、災害になると波浪を災害時の状況で算定する
には、予算と時間がかなり掛かってしまうため、災害査定では波浪
ではなく、風速15ｍ以上を査定の基準にしている。今回の災害時
は15.6ｍの風速があったため、災害の認定を受けた。

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆高岡七尾バスルート実証運行について

高岡七尾バスルートについて、乗車している人が少ない気がする。
もう少し宣伝すべきでは。

七尾市、氷見市、高岡市、富山県の関係者らと連携を取りながら
宣伝活動をしてきたが、より地道で長いスパンで周知すべきだっ
た。旅行会社の商品化やもっと地道なところでの宣伝活動など、
協力しながら普段の周知を増やし展開していく。

自治体間の連携も大事だが、宿泊客に対してのＰＲも必要だと思
うが。

１０月から北陸ディスティネーションキャンペーンを行ったなかで、Ｊ
Ｒ、のと鉄道、わくライナーのトライアングル切符が出た。七尾へ来
た時はＪＲで、帰りはわくライナーといったように、違ったルートで往
復が出来たりするもので、いろんなイベントやポスターなどにこのよ
うなことを併記しながら、地道にＰＲを行っていく。

【議案第100号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号）
◆林道城石線災害復旧工事について

林道城石線は通行止めになっている期間がほとんどで早く整備し
てほしいが、いつ通行可能になるのか。

12月18日の完成を予定している。冬期間になることもあり、積雪を
考慮して来春までの期間は通行規制をかけることになる。

山間部は雪が多く仕方ないが、森林整備に使うこともあると思う。
何度も工事ばかりしている道路ということもあり、今後は通行可能
にしてほしい。

努力していく。

高岡七尾バスルートで運行しているバス高岡七尾バスルートで運行しているバス

付託
議案6件
請願1件
報告1件（議決不要）
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検 索七尾市議会

一般質問 合宿等における能登島地区への誘客 木下 敬夫議員（礎）
木
下
議
員　
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催
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迫
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小
川
産
業
部
長　

平
成
26
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度
の
合
宿
に
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る

能
登
島
地
区
で
の
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は
約
５
，
０
０
０
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、
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成
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で
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１
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が
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が
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す
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。
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た
、
今
年
７
月
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
で
、
少
人
数
で
の
テ
ニ
ス
合
宿
も
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
よ
り
一
層
能
登
島
で
の

宿
泊
を
促
し
て
い
き
た
い
。市
で
は
、
お
風
呂
場

な
ど
の
水
回
り
の
環
境
を
整
え
る
た
め
の
改
修

工
事
の
事
業
も
行
っ
て
お
り
、
民
宿
の
方
々
に
は

こ
れ
を
活
用
し
、
受
け
入
れ
環
境
の
一
層
の
充
実

を
お
願
い
し
た
い
。

合
宿
に
よ
る
能
登
島

宿
泊
の
後
押
し
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
観
光
誘
客 

■
七
尾
駅
前
商
業
施
設
パ
ト
リ
ア

■
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
で
の
要
望

サッカー合宿の様子

一般質問 ふるさと納税について 高橋 正浩議員（礎）
高
橋
議
員　

輪
島
市
や
能
登
町
、
穴
水
町
な
ど

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
さ
れ
る
金
額
や
件
数

が
、七
尾
市
と
比
べ
て
格
段
に
多
い
。そ
こ
で
、七

尾
市
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
最
も
効
果
的
な
の
は

返
礼
品
。七
尾
市
は
、
も
っ
と
七
尾
ら
し
さ
が
伝

わ
る
品
な
ど
を
検
討
し
、
適
切
に
情
報
提
供
を
行

う
必
要
が
あ
る
。ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
は
、
財

源
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
七
尾
の
魅
力
創
出
・
発

信
に
直
接
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。こ
の
取
り
組

み
の
必
要
性
、重
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

不
嶋
市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
来
、
寄
附
者

の
自
治
体
を
本
当
に
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い

で
行
う
も
の
で
、
返
礼
品
に
よ
っ
て
意
図
的
に
寄

附
を
誘
発
し
た
り
、
特
産
品
な
ど
の
情
報
発
信
を

行
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

七
尾
市
で
は
、
現
段
階
で
特
産
品
な
ど
を
送
る
よ

う
な
対
応
は
し
て
い
な
い
が
、
返
礼
等
を
充
実
す

る
こ
と
で
、
七
尾
市
と
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
と
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
、
市

の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
広
く
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
り
も

す
る
。今
後
は
、
七
尾
市
と
し
て
節
度
あ
る
返
礼

制
度
を
検
討
し
て
い
く
。一
歩
踏
み
出
す
つ
も
り

で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を

増
や
す
対
策
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
産
業
振
興
の
関
連

■
５
歳
児
健
診 

■
市
内
中
学
生
の
列
車
事
故

ふるさと納税のパンフレット

山添 和良議員（市民クラブ）
山
添
議
員　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
や
能
越
自
動

車
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
観
光
客
を
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
方
が
七
尾
市
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
に

な
る
。そ
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
連
れ

の
方
々
へ
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
が
あ
り
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
設
置
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。今

後
、
需
要
が
増
え
、
必
要
性
が
高
ま
る
と
思
う
の

で
、
早
め
に
条
件
整
備
し
て
設
置
し
て
み
て
は
ど

う
か
。こ
う
し
た
こ
と
で
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

小
川
産
業
部
長　

近
年
、
ペ
ッ
ト
連
れ
の
観
光
客

が
増
え
て
い
る
。各
施
設
に
お
い
て
、飲
食
や
特
産

品
の
購
入
を
し
た
り
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
す
る
と

き
、
基
本
的
に
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
入
館
は
出
来

な
い
た
め
、時
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。こ

の
よ
う
な
状
況
で
、
道
の
駅
の
と
じ
ま
交
流
市
場

の
指
定
管
理
者
か
ら
、
隣
接
す
る
芝
生
広
場
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
置
し
た
い
と
の
提
案
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
い
ろ
ん
な
調
整
を
行
っ
た

上
で
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
施
設
の

ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
を
！

道の駅のとじま横の芝生広場

一般質問 ドッグラン設置について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
主
権
者
教
育 

■
労
働
安
全
衛
生

議会だより 06



七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

一般質問 健康増進施設アスロンについて 永崎 陽議員（灘会）
永
崎
議
員　

現
在
の
指
定
管
理
者
が
来
年
度
継

続
し
な
い
と
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
と

理
解
し
て
い
る
の
か
。そ
れ
を
受
け
て
行
っ
た
指

定
管
理
者
の
公
募
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た

の
か
。ま
た
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て
公

募
を
行
っ
た
の
か
。そ
の
条
件
の
一
つ
に
、市
は
指

定
管
理
料
を
支
払
わ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。も
し
、公
募
の
結
果
、新
た
な
事
業
者
が

決
定
出
来
な
か
っ
た
場
合
、
施
設
の
封
鎖
や
取
り

壊
し
等
の
道
へ
歩
ん
で
い
く
の
か
対
応
を
伺
う
。

登
美
健
康
福
祉
部
長　

努
力
は
し
て
い
る
が
今

の
指
定
管
理
料
で
は
運
営
が
厳
し
く
、
指
定
管
理

料
が
な
く
な
れ
ば
運
営
は
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
。今
回
、
指
定
管
理
者
を
※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
公
募
で
行
い
、
１
回
目
は
５
社
か
ら
問
い

合
わ
せ
は
あ
っ
た
が
、
応
募
は
な
か
っ
た
。こ
の

公
募
は
、
指
定
管
理
料
の
な
い
利
用
料
金
制
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
市
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
施
設

運
営
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
行
っ
た
。こ
れ

は
、
七
尾
市
を
取
り
巻
く
将
来
を
見
据
え
た
行
財

政
の
視
点
、
ま
た
人
件
費
や
経
費
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
で
、
管
理
経
費
の
削
減
や
効
率
的
な
運
営

に
よ
っ
て
、
指
定
管
理
料
に
相
当
す
る
費
用
を
補

え
る
と
考
え
て
い
る
。現
段
階
で
は
、
２
回
目
の

公
募
を
か
け
、
次
の
公
募
者
を
と
に
か
く
決
め
る

こ
と
を
最
優
先
す
る
。

ア
ス
ロ
ン
の
今
後
の

運
営
対
応
は
!?

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
原
子
力
防
災
訓
練 

■
ふ
る
さ
と
納
税

■
企
業
誘
致
と
創
業
支
援

一般質問 市内小中学校でのイジメ対策について 伊藤 厚子議員（無会派）
伊
藤
議
員　

先
日
の
中
学
生
の
踏
切
事
故
で
、
最

初
の
発
表
と
そ
の
後
の
発
表
で
内
容
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。事
故
後
の
学
校
の
様
子
、

保
護
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。ま
た
、七
尾
市
に
お
い
て
、イ
ジ
メ
の
な
い
、

児
童
生
徒
が
安
心
で
き
る
教
育
環
境
の
取
り
組

み
な
ど
、今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

近
江
教
育
長　

最
初
の
発
表
で
は
、
従
来
の
調
査

で
イ
ジ
メ
は
な
か
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
聞
き
取
り
も
含
め
た
再
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
以
前
に
イ
ジ
メ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
た
。事
故
の
翌
週
か
ら
、
学
校
で
は
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
入
れ
て
、
生
徒
の
心
の
ケ
ア

に
当
た
り
、
保
護
者
に
は
説
明
会
の
開
催
を
し

た
。今
後
必
要
で
あ
れ
ば
、
改
善
策
を
含
め
た
新

た
な
対
策
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
理
解
と
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。ま
た
、

今
後
は
教
職
員
の
意
識
向
上
や
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
、
イ
ジ
メ
等
に
対
す
る
迅
速
か
つ
的
確
な
対

応
の
研
修
の
充
実
な
ど
が
必
要
。そ
の
他
に
も
、

イ
ジ
メ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
記
入
方

法
、記
入
場
所
、回
収
方
法
の
ほ
か
、相
談
窓
口
の

設
置
や
声
な
き
声
を
聞
く
意
見
箱
の
設
置
な
ど

の
改
善
を
行
う
。そ
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
を

深
め
、
地
域
も
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

安
心
で
き
る

教
育
環
境
の
充
実
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ひ
な
人
形
が
結
ぶ
国
際
交
流 

■
矢
田
郷
公
民
館
の
建
設

■
子
育
て
支
援
強
化 

■
老
人
ク
ラ
ブ
の
充
実

学校の教室

一般質問 コミュニティセンターの防災機能について 杉木 勉議員（灘会）

地
域
で
連
携
を
密
に
し
た

防
災
活
動
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
人
口
減
少 

■
学
童
専
用
野
球
場

自主防災組織

杉
木
議
員　

28
年
４
月
か
ら
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
防
災
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
る
。い
ろ
い
ろ
と
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
進

ん
で
い
る
の
か
。ま
た
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

各
町
会
の
自
主
防
災
組
織
が
合
同
で
、
ど
の
よ
う

な
連
携
を
図
り
、
ど
う
い
う
形
で
災
害
に
対
す
る

訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

不
嶋
市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
う

災
害
時
対
応
は
、
現
在
の
市
民
セ
ン
タ
ー
同
様
に

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
確
保
し
て
い
る
。そ

の
な
か
で
、
災
害
時
の
防
災
活
動
で
、
ま
ず
消
防

団
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
自
主
防
災
組
織
が
一

体
的
な
組
織
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
構
築
す
る
よ
う
現
在
は
進
め
て
い
る
。ま

た
、
合
同
の
災
害
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
時
に
お

い
て
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
が
連
携
し
て
、
危
険
な
場
所
や
避
難
路
の
点

検
、
効
果
的
な
図
上
訓
練
、
避
難
訓
練
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て

行
っ
て
ほ
し
い
。市
も
地
域
防
災
力
の
向
上
に
自

主
防
災
組
織
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
訓
練

時
の
講
師
派
遣
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
し
っ
か
り

と
し
て
い
く
。

健康増進センター　アスロン ※プロポーザル方式…複数の業者から目的に対する企画を提案してもらい、その中から優れた提案を行った者を選定すること。
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検 索七尾市議会

一般質問 矢田郷公民館について 佐藤 喜典議員（市民クラブ）
佐
藤
議
員　

矢
田
郷
公
民
館
は
、
老
朽
化
に
よ
っ

て
大
規
模
改
修
で
対
応
す
る
提
案
が
以
前
に

あ
っ
た
が
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
優
先
と
の
こ

と
で
、
現
在
も
未
定
の
状
況
。矢
田
郷
地
区
は
市

内
最
大
の
地
区
で
、
公
民
館
は
来
年
度
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
、
地
域
の
活
性

化
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ペ
ー
ス
で
は
手
狭
で
１
日
も
早
い
活
動
拠

点
が
必
要
。現
在
使
用
し
て
い
る
七
尾
サ
ン
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
活
動
場
所
の
拡
大
、
確
保
も
含
め
て
利

活
用
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

不
嶋
市
長　

七
尾
市
で
は
、
七
尾
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
作
り
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設

の
維
持
管
理
や
施
設
の
統
廃
合
、
複
合
化
な
ど
が

必
要
と
位
置
付
け
て
い
る
。七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ

ラ
ザ
は
、
従
来
の
矢
田
郷
公
民
館
の
機
能
は
も
ち

ろ
ん
有
し
て
お
り
、
矢
田
郷
地
区
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
へ
の
舵
も
切
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
た
め
、
移
行
後
も
地
域
の
中
核
施
設
と
し

て
の
機
能
や
規
模
が
十
分
に
確
保
で
き
る
魅
力

的
な
施
設
だ
と
捉
え
て
い
る
。今
後
、
内
部
に
お

い
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
含
め
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。そ
し
て
、地
域

の
方
と
し
っ
か
り
協
議
を
進
め
て
、
早
く
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

矢
田
郷
公
民
館
の

早
期
整
備
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム 

■
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

■
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善 

■
パ
ト
リ
ア

七尾サンライフプラザ

松本 精一議員（礎）
松
本
議
員　

北
陸
に
お
い
て
鉛
給
水
管
の
撤
去

遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。古
く
な
っ
た
鉛
給
水

管
は
、
水
道
水
が
長
時
間
滞
留
す
る
と
鉛
が
溶
出

す
る
た
め
、
人
体
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。七
尾
市
に
お
け
る
使
用
実
態
と
対
策
等
に
つ

い
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。事
業
者
の
聞
き

取
り
に
よ
る
把
握
、
ま
た
は
外
観
や
水
質
検
査
等

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。そ
し
て
、
各
家

庭
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

清
田
建
設
部
長　

鉛
給
水
管
は
昭
和
40
年
代
後

半
か
ら
平
成
元
年
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
衛

生
対
策
面
か
ら
現
在
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
等
の

材
質
を
使
用
。平
成
26
年
度
末
現
在
、
七
尾
市
全

体
で
２
２
，
６
０
０
世
帯
に
給
水
し
て
い
る
う

ち
、
鉛
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
の
は
約
４
％
で

８
５
０
世
帯
。今
後
は
、
配
水
管
更
新
時
や
下
水

道
工
事
等
に
伴
う
布
設
替
え
の
工
事
、
ま
た
給
水

管
漏
水
等
の
修
繕
時
に
撤
去
・
改
修
を
し
て
使
用

低
減
に
努
め
る
。使
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
宅
内

配
管
施
工
業
者
や
給
水
指
定
業
者
等
に
依
頼
す

る
こ
と
で
把
握
可
能
。水
質
検
査
等
に
つ
い
て
も

専
門
の
検
査
機
関
で
調
査
は
可
能
。各
家
庭
に
お

い
て
は
、
出
し
始
め
の
水
は
飲
用
以
外
で
の
使
用

を
勧
め
る
よ
う
、個
別
で
の
対
応
を
行
う
予
定
。

鉛
給
水
管
の

早
期
撤
去
を
促
せ
！

家庭の水道

一般質問 鉛給水管について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

■
給
茶
器
撤
去（
公
立
能
登
総
合
病
院
）

高僧 弘議員（灘会）
高
僧
議
員　

公
立
能
登
総
合
病
院
は
、
今
年
度
の

病
院
経
営
が
３
年
ぶ
り
に
黒
字
に
な
る
可
能
性

が
出
て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
医
師
不
足
や
医
療

技
師
不
足
で
厳
し
い
環
境
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な

状
況
で
質
の
高
い
地
域
医
療
は
確
保
で
き
る
の

か
。特
に
麻
酔
科
の
医
者
が
不
足
し
、
眼
科
医
の

手
術
等
が
出
来
て
い
な
い
。ま
た
、
奨
学
金
に

よ
っ
て
医
学
生
が
地
域
枠
で
能
登
地
区
の
病
院

へ
配
置
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
病
院
の
医
師

不
足
が
解
消
さ
れ
る
の
か
。

吉
村
病
院
事
業
管
理
者　

医
師
不
足
は
当
院
の

喫
緊
の
課
題
。現
在
、
麻
酔
科
は
常
勤
１
人
で
あ

と
は
非
常
勤
だ
が
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
常
勤
２

人
の
派
遣
を
検
討
し
て
い
る
。眼
科
は
医
局
員
が

減
少
し
、
能
登
地
域
へ
の
派
遣
も
削
減
さ
れ
厳
し

い
状
況
。今
後
も
大
学
へ
協
力
方
を
お
願
い
し
、

早
急
に
手
術
体
制
の
整
備
を
行
い
た
い
。ま
た
、

奨
学
金
に
よ
る
地
域
枠
に
つ
い
て
、
医
師
免
許
取

得
後
３
年
目
の
医
師
が
平
成
29
年
度
に
５
名
、
以

後
毎
年
10
名
ず
つ
能
登
北
部
の
４
つ
の
自
治
体

病
院
に
総
合
診
療
医
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
予
定
。

し
か
し
、
小
児
科
と
産
婦
人
科
を
希
望
す
る
医
師

の
な
り
手
が
少
な
い
た
め
、
希
望
す
る
医
師
が
い

れ
ば
順
次
派
遣
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
何
と
か

確
保
し
て
い
き
た
い
。

早
期
に
医
師
不
足
の

解
消
を
！

公立能登総合病院

一般質問 病院事業運営について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
防
災
対
策
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一般質問 国保支援制度について 礒貝 和典議員（無会派）
礒
貝
議
員　

政
府
は
国
保
財
政
の
安
定
化
と
し

て
２
０
１
５
年
か
ら
自
治
体
支
援
制
度
を
拡
充

す
る
と
し
て
、
消
費
税
増
税
分
か
ら
１
，
７
０
０

億
円
積
み
増
す
こ
と
に
。①
七
尾
市
で
は
、
こ
の

制
度
で
交
付
金
予
定
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

②
こ
の
制
度
を
国
保
税
引
き
下
げ
に
活
用
し
た

場
合
、
世
帯
お
よ
び
被
保
険
者
１
人
当
た
り
で
ど

れ
だ
け
の
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
可
能
な
の
か
。

③
制
度
を
利
用
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
実
施

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

登
美
健
康
福
祉
部
長　

①
国
か
ら
の
支
援
交
付

金
は
平
成
27
年
度
で
約
１
億
２
，
９
９
３
万
９
千

円
と
な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
８
，
３
３
８
万
６
千

円
が
増
額
と
な
る
見
込
み
。

②
保
険
者
支
援
制
度
拡
充
分
の
８
，
３
３
８
万
６

千
円
を
４
月
１
日
現
在
の
８
，
６
６
７
世
帯
で
割

る
と
、１
世
帯
あ
た
り
年
間
９
，６
２
１
円
、被
保

険
者
１
４
，
０
８
６
人
で
割
る
と
一
人
当
た
り
年

間
５
，９
２
０
円
と
な
る
。

③
平
成
26
年
度
加
入
者
は
１
４
，
４
４
７
人
で
、

65
〜
74
歳
の
割
合
が
46
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
一
人
当
た
り
の
給
付
費
は
平
均
32
万
２
，

７
５
９
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て
１
７
，
４
５
６

円
増
。制
度
の
拡
充
を
考
慮
し
て
も
国
保
財
政
の

運
営
は
厳
し
い
現
状
。当
市
と
し
て
は
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
続
け
る
た
め
に
も
、
今
は
国
保
税

を
引
き
下
げ
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

国
保
税
の

引
き
下
げ
再
検
討
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
方
創
生 

■
子
育
て
支
援 

■
志
賀
原
発

■
鉛
給
水
管 

■
七
尾
外
環
状
道
路
整
備

国民健康保険被保険者証のみほん

七尾駅前の商業施設　パトリア

中央図書館

一般質問 パトリアのキーテナント撤退について 山崎 智之議員（市民クラブ）
山
崎
議
員　

現
在
、
パ
ト
リ
ア
の
運
営
・
経
営
状

況
等
に
つ
い
て
、
株
主
で
あ
る
七
尾
市
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。そ
の
パ
ト
リ
ア
に
対

し
、
行
政
も
支
援
す
べ
き
と
思
う
が
、
公
的
資
金

に
つ
い
て
は
投
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。ま
た
、
出
資
者
と
し
て
七
尾
市

が
市
民
や
企
業
、
団
体
な
ど
に
パ
ト
リ
ア
支
援
や

駅
前
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
自
主
的
に
応
援

し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
く
状
況
だ
と
考
え

る
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

パ
ト
リ
ア
の
経
営
は
、
テ
ナ
ン
ト
の

空
き
も
あ
り
本
当
に
厳
し
い
状
況
。今
後
、
パ
ト

リ
ア
の
運
営
の
在
り
方
や
会
社
の
経
営
方
針
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
協
議
し
、
政
策
判
断
と
し

て
の
支
援
策
は
何
が
あ
る
の
か
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
。公
的
資
金
の
投
入
は
、
一
義
的
に
株

式
の
範
囲
内
で
責
任
を
と
る
も
の
と
す
れ
ば
、
パ

ト
リ
ア
の
運
営
会
社
に
対
し
て
、
公
的
資
金
の
投

入
は
出
来
な
い
と
考
え
る
。パ
ト
リ
ア
は
、
七
尾

駅
前
の
顔
で
あ
り
市
民
の
台
所
で
も
あ
る
た
め
、

パ
ト
リ
ア
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
企
業
や
団

体
な
ど
関
係
者
と
協
力
し
、
そ
の
な
か
で
政
策
支

援
と
し
て
七
尾
市
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
判
断
し
て
、
市
民
と
共
に
パ
ト
リ
ア

を
支
え
て
い
く
形
で
の
利
用
を
図
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

パ
ト
リ
ア
の

今
後
の
あ
り
方
は
!?

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
設
定
に
よ
る
市
内
経
済
活
性
化

■
七
尾
港
矢
田
新
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利
活
用
支
援
策

■
テ
ロ
等
危
機
管
理
対
策 

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

一般質問 公共施設改革とまちづくりについて 荒川 一義議員（礎）
荒
川
議
員　

七
尾
市
で
は
平
成
42
年
ま
で
の
15

年
間
を
期
間
計
画
と
し
た
七
尾
市
公
共
施
設
管

理
計
画
を
策
定
し
、
今
後
の
公
共
施
設
の
適
正
配

置
と
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
図
書
館
が
あ
り
、
商
業
施
設
や
文
化
施
設
と

複
合
し
た
大
き
な
施
設
が
２
つ
、
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
配
置
さ
れ
た
施
設
が
２
つ
あ
る
。こ
れ
ら

は
利
用
が
少
な
く
、
一
般
財
源
の
大
き
な
図
書
館

も
あ
り
、
効
果
的
な
運
営
と
利
用
者
の
増
加
を
図

る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、
図
書
館
は
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
し
、
常

に
進
化
さ
せ
て
い
く
必
要
も
あ
り
、
住
民
の
声
も

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。そ
こ

で
、
市
内
の
図
書
館
全
体
の
施
設
改
革
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

近
江
教
育
長　

市
内
に
は
中
央
図
書
館
、
本
府
中

図
書
館
、田
鶴
浜
図
書
館
、中
島
図
書
館
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
本
府
中
図
書
館
は
中
央
図
書
館
と
近

距
離
に
位
置
し
、
機
能
や
利
用
者
構
成
も
似
て
い

る
。そ
の
た
め
、公
共
施
設
の
適
正
配
置
の
観
点
か

ら
み
る
と
、
現
段
階
で
は
ま
だ
具
体
的
な
集
約
計

画
は
な
い
が
、
お
お
す
じ
似
通
っ
た
中
央
図
書
館

と
本
府
中
図
書
館
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
て
い

き
な
が
ら
、今
後
検
討
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

図
書
館
の
効
果
的
な

運
営
を
図
れ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
寄
付
、資
金
調
達 

■
移
住
策
と
雇
用
の
創
出

■
歴
史
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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平成2７年第４回定例会採決結果一覧表

議　案　名 採決結果
議　案
第100号 平成27年度七尾市一般会計補正予算（第4号） 可決

議　案
第101号

平成27年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第
1号） 可決

議　案
第102号 平成27年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第103号 平成27年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決

議　案
第104号 平成27年度七尾市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議　案
第105号 平成27年度七尾市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議　案
第106号 平成27年度七尾市水道事業会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第107号 平成27年度七尾市病院事業会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第108号 七尾市情報公開条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第109号

七尾市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例について 可決

議　案
第110号 七尾市コミュニティセンター条例について 可決

議　案
第111号

七尾市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正
する条例について 可決

議　案
第112号

七尾市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第113号 七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第114号

七尾市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
について 可決

議　案
第115号 七尾市公民館条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第116号 七尾市サンビーム日和ヶ丘条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第117号

七尾市能登島総合健康センター条例の一部を改正する条例
について 可決

議　案
第118号

七尾市中心市街地観光交流センター等の指定管理者の指定
について 可決

議　案
第119号 市道路線の認定について 可決

議　案
第120号 財産の取得について※消防統合庁舎の建物 可決

＝全会一致　　 ＝賛成多数　　 ＝賛成少数

議案番号 議　　案　　名 採決結果

議会議案第14号 地方創生に係る新型交付金等の財源確保を
求める意見書 可決

議会議案第15号 ＩＣＴ利活用による地域活性化と
ふるさとテレワークの推進を求める意見書 可決

議会議案第16号 農林水産業の輸出促進に向けた施策の拡充を
求める意見書 可決

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

請願番号 請　願　名 採決結果

請願第7号 ＴＰＰ交渉に関する請願 不採択

同意案番号 同　意　案　名 採決結果

同意案第2号
教育委員会委員の任命について

山下　敏博（中島町山戸田）
同意

同意案第3号
監査委員の選任について
　　　　　閨　　英二（藤橋町）

同意

同意案第4号
人権擁護委員の推薦について
　　　　　米田　喜茂（能登島日出ヶ島町）
　　　　　平山恵美子（能登島鰀目町）

同意

今議会において、審議された請願は下記の通りです。

人事案件に関する議案結果は下記の通りです。

　

平
成
27
年
第
３
回
臨
時
会
が
11
月
９
日
の
１
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
２
年
の
任
期
で
務
め
た
各
常
任
委
員
会

と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
改
選
が
あ
り
、
３
常

任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、委
員
長
と
副
委
員
長
が

互
選
さ
れ
ま
し
た
（
委
員
会
構
成
等
の
結
果
は
Ｐ

11
に
掲
載
）。

　

そ
の
後
、市
長
か
ら
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、審

議
し
た
結
果
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
3
回
臨
時
会
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
11
月
9
日（
月
）

[議案第99号]
「財産の取得について」の議決の一部変更について

七尾中学校建設事業に伴う用地の追加取得に関するもの

※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り
　　議案第109、114号（礒貝和典議員）
※垣内議長は、採決には加わりません。

※礒貝和典議員が賛成、他の議員は反対
※垣内議長は、採決には加わりません。

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。

七尾中学校完成予想図

議会だより 10



この度、七尾市議会では、2年に1度の組織の改選を行いました。

七 尾 市 議 会 　 組 織 の 改 選

総務企画常任委員会

【 委員長 】 高橋　正浩

【副委員長】 荒川　一義

【 委　 員 】 山崎　智之

岡部　俊行

礒貝　和典

垣内　武司

桂　　撤男

教育民生常任委員会

【 委員長 】 永崎　　陽

【副委員長】 松本　精一

【 委　 員 】 山添　和良

伊藤　厚子

大林　吉正

石川　邦彦

中西　庸介

木下　孝輝

産業建設常任委員会

【 委員長 】 木下　敬夫

【副委員長】 久保　吉彦

【 委　 員 】 佐藤　喜典

杉木　　勉

高僧　　弘

今田　勇雄

杉本　忠一

議会運営委員会

【 委員長 】 桂　　撤男

【副委員長】 石川　邦彦

【 委　 員 】 佐藤　喜典

荒川　一義

大林　吉正

今田　勇雄

観光振興対策特別委員会

【 委員長 】 石川　邦彦

【副委員長】 松本　精一

【 委　 員 】 佐藤　喜典

大林　吉正

中西　庸介

企業誘致特別委員会

【 委員長 】 永崎　　陽

【副委員長】 木下　敬夫

【 委　 員 】 山添　和良

礒貝　和典

杉本　忠一

人口減少対策特別委員会

【 委員長 】 杉木　　勉

【副委員長】 高橋　正浩

【 委　 員 】 山添　和良

松本　精一

伊藤　厚子

杉本　忠一

議会改革特別委員会

【 委員長 】 杉木　　勉

【副委員長】 山崎　智之

【 委　 員 】 久保　吉彦

荒川　一義

松本　精一

議会だより編集委員会

【 委員長 】 山崎　智之

【副委員長】 中西　庸介

【 委　 員 】 佐藤　喜典

岡部　俊行

久保　吉彦

その他
石川北部ＲＤＦ広域処理組合議会 のと鉄道運営助成基金事務組合議会

木下　敬夫 垣内　武司

石川　邦彦 石川県後期高齢者医療広域連合議会

今田　勇雄 垣内　武司

予算特別委員会

【 委員長 】 永崎　　陽

【副委員長】 高橋　正浩

【 委　 員 】 全　議　員

【議　長】 垣内　武司　　【副議長】 松本　精一

議会だより11



発
行
日
／
平
成
28
年
２
月
５
日
発
行

　昨年の11月臨時議会から新たな委員会が発足
しました。今までの委員会における取り組みを引

き継ぎ、「市民に開かれた」「市
民にわかりやすい」誌面づく
りに心がけ、議会広報の改革
に取り組んでいきます。

議会だより編集委員会
 委員長　山崎　智之

編 集 後 記

議 会 の 動 き

11月  4日 全国高速自動車道市議会協議会
正副会長・監事・相談役会議及び
第１回理事会（東京都）

 9日 第３回七尾市議会臨時会
10日 全国温泉所在都市議会議長協議会

役員会（東京都）
国土交通省提言活動（東京都）

13日 石川県市議会議長会知事要望
20日 中国大使館訪問（東京都）
26日 議会運営委員会
27日 全国高速自動車道市議会協議会

平成２８年度政府予算要望活動（東京都）

12月  1日 平成２７年度第４回七尾市議会定例会
（～１６日）

 1月 10日 七尾市成人式
12日 能登五市議会議長会定期総会（輪島市）

総務企画常任委員会
21日 議会改革特別委員会
27日 産業建設常任委員会
28日 議会運営委員会

 2月  2日 石川県市議会議長会定期総会（七尾市）

　今議会の最終日、岡部俊行議員から副議長の辞職願が提出されました。それを
受け、直ちに新たな副議長を決める選挙が行なわれました。
　選挙の結果、松本精一議員が副議長に当選しました。

新副議長が就任

副議長　  松本精一　議員（６4歳）
期別 ＝ ４期（通算５期）
会派 ＝ 礎

全国から数多くの議会が視察に七尾市へ訪れています！（H27.12月末現在）

　今年度は全国から51議会の視察を受け入れました。
　その中で多かった地域として岩手県、埼玉県、長野
県がそれぞれ５議会、北海道、福島県がそれぞれ４議
会となりました。

　視察内容で最も多かったのは、「スポーツ合宿誘致
事業」の22件、次に人口減少及び定住人口対策と能登
食祭市場が各５件、そして世界農業遺産が４件となり
ました。

教育 5％
文化 5％
議会 3％

福祉 5％

産業
64％

総務企画
15％

建設 3％

九州
10％

中国 4％
関西 6％

東海 6％

北信越
12％

関東
33％

東北
21％

北海道 8％

分野別地域別

委員会の様子


